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T A K I T A  L A B O R A T O R Y  G U I D E

田北雅裕研究室
コミュニケーションデザインやまちづくり（Community-based Design）の

技術／思考を基礎に、地域社会、とりわけ福祉をめぐる課題を、様々な立場

の人たちと協働して乗り越えていくための実践と方法を追究しています。

大学院 芸術工学府 芸術工学専攻 ストラテジックデザインコース

統合新領域学府 ユーザー感性スタディーズ専攻

学部 芸術工学部 芸術工学科 未来構想デザインコース

共創学部（授業のみ担当）

K E Y W O R D S

コミュニケーションデザイン / まちづくり（Community-based Design） / サービスデザイン / パブリック･リレーシ

ョンズ / コミュニティデザイン / 社会福祉 / 子ども家庭福祉 / 社会的養育 / 里親制度 / 子どもの権利 / 社会教育

田北雅裕 准教授・社会福祉士

web trivia-design.jp

X x.com/localdesign

Instagram instagram.com/localdesign

Facebook facebook.com/localdesign trivia-design.jp

https://trivia-design.jp/
https://x.com/localdesign
https://instagram.com/localdesign
https://facebook.com/localdesign
https://trivia-design.jp/
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Q1. 研究室のテーマは？

デザインとは、伝えるべきことを適切に伝えたり、感じてもらったりするための表現手段であると同時に、

社会の中にある課題を捉え、それに向き合うための技術でもあります。田北研究室では、コミュニケーショ

ンデザインやまちづくり (Community-based Design) の考え方を基礎に、地域社会、とりわけ福祉の領域を

主なフィールドとして、さまざまな立場の人たちとの協働によるデザイン実践と研究に取り組んでいます。

複雑で解決の難しい社会課題が増える中、立場や価値観の異なる人たちとともに、何を課題として捉えるの

かを見定め、それを乗り越えていくための知恵と方法が求められています。その手がかりとしてデザインへ

の期待が高まる一方で、企業活動のなかで消費者やユーザーのニーズや行動に働きかけるものとして発展し

てきたデザインを、市民一人ひとりの権利と意思を前提とする地域社会でどのような論理のもとに実践する

のかは、いまだ十分に確立されていません。研究室では、こうした実践を通じて、地域社会や、そこに生き

る人々の関係にふさわしいデザインとは何かを問い、そのための視座と方法を追究しています。

Q2. 研究室の活動は？

研究室では、「研究（論文）」と「プロジェクト（PJ）」のふたつに取り組みます。学生自身が、普段の生活か

ら＜問い＞を探しだし追究していく「論文ゼミ」を週1回程度、開催しています。そして、研究室のメンバー

だけでなく、他学部・学府の学生や行政、企業、NPO等様々な人たちとともに取り組む「プロジェクト」

は、社会の課題を乗り越えていく実践です。チームに分かれて常時複数動いています。研究室メンバー以外

でも参加可能な「PJ報告会」を月に1回開いて、現状報告や意見交換等をしています。

研究（論文ゼミ）

週1回程度。普段の生活から＜問い＞を探しだし、各自が追

究していきます。

プロジェクト（PJ報告会）

月1回。チーム毎の現状報告と意見交換。研究室メンバー以

外も参加できます。

Q3. 他大学の学生、社会人も受け入れている？

はい。ただし、大学院への進学を希望する場合は、必ず受験をする前に連絡をしてください。本研究室がふ

さわしいかどうか、一緒に検討した上で受験を判断します。
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Q4. 研究室で取り組んでいるプロジェクトは？

多様な人たちと協働しながら、主に福祉分野を中心とした社会課題を乗り越えていくための実践に取り組ん

でいます。プロフィールサイトやSNS等で随時情報発信しています。

※  現在関わっているプロジェクトの参考サイト

福祉とデザイン welfare-design.org フォスタリングカードキット TOKETA toketa.jp

きかせてジャーニー kikasete-journey.jp てとて web tetote-web.jp

SOS子どもの村JAPAN sosjapan.org みんなで里親プロジェクト local.sosjapan.org

ファミリーシップふくおか npoccf.jp 糸島市こどもの権利関連プロジェクト city.itoshima.lg.jp

きぼうのまちプロジェクト houboku.net/pj/kibou 社会福祉法人グリーンコープ fukushi-greencoop.or.jp

杖立温泉（熊本県小国町） tsuetate-onsen.com 西日本こども研修センターあかし akashi-nkkc.jp

科研費（研究代表者）

2026–2028 基盤研究(B) 家庭型ショートステイにおける子どもアドボカシー実装のためのサービスデザイン研究

2020–2024 基盤研究(C) 社会的養育における「家庭環境での短期預かり」の実態と可能性

2017–2022 基盤研究(C) 広報戦略の観点からみた養育里親におけるリクルート手法の実態と可能性

※ ほかに研究分担者として2件（基盤研究(C)）

Q5. 今までの学生が書いた論文は？ ○＝卒業論文／◎＝修士論文

2024年度

○ 公民連携の公園運営によってもたらされる住区基幹公園の姿―

京都市・船岡山公園に着目して―

○ 絵本における地域の描かれ方―九州内の自治体が発行に関わっ

た絵本を例に―

○ 福岡市美術館における美術鑑賞教材「ボックス」の意義―アウ

トリーチ事業における役割についての一考察―

○ 市民参加型ワークショップが街区公園再整備に及ぼす影響―岡

崎市籠田公園での取組を事例として―

2023年度

○ 通学路における子どものたまり場の保全に関する一考察〜福岡

市飯原校区「稲塚橋」付近に着目して〜

○ 子どもアドボカシーに寄与する子どもを対象とした地域・学校

型ワークショップのあり方

○ 子どもの居場所としての駄菓子屋が持つ意味

○ 県費留学生における留学過程のソーシャルサポートに関する一

考察

○ コミュニティカフェにおける場の許容性に関する考察〜福岡市

に位置する「樋井川テラス」を対象に〜

2022年度

○ 現代における洗骨風習の意味とその様相に関する研究―伊是名

村字伊是名を事例にして―

○ 移動販売店で生じる対面コミュニケーションの可能性―佐賀市

富士町「caféゆくゆん」を事例に―

○ 大学生協食堂における食を介したつながりに関する一考察

◎ 商店街組織の役割とその担い手の変容に関する研究―熊本県八

代市本町・通町商店街を事例として―
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2021年度

○ CFMI養成センターの授業内容にみる音楽アウトリーチ活動教育

の特質

○ 児童養護施設退所児童における他主体との関わりに関する一考

察―在所時における関わりに着目して―

○ 温泉観光地における関係人口の持続に関する一考察―地域おこ

し協力隊を経て定住した元隊員の語りから―

○ 地域の写真店における写真を介したコミュニケーションの変容

―フィルムカメラからデジタルカメラへの移行に着目して―

2020年度

○ 商店街活性化における商店街と高校生の協働の在り方

○ 熊本県杖立温泉街における廃校の価値に関する一考察

○ 放課後児童クラブにおける宿題の意味に関する考察

○ 学習塾における大学生チューターと生徒との関係性にかかる一

考察―映像授業を用いた学習塾に着目して―

○ 夜間保育所における食の役割

2019年度

○ 国内における社会的養護出身者による当事者活動の実際

○ 市民参加演劇における脚本および演出の生成過程に関する研究

―古賀市・劇団DAICOONに着目して―

◎ 地域運動会に求められる機能に関する一考察―未来の山口の運

動会に着目して―

2018年度

○  水害常襲地域の減災力を探る―熊本県杖立温泉地域に着目し

て―

○ セックスワーカーを支える当事者コミュニティに関する一考察

○ 子ども支援に関わる学生ボランティアの教育的意義に関する一

考察

◎ ワークショップにおけるKJ法の意義に関する研究―図解の生成

過程に着目して―

2017年度

○ 東日本大震災の被災地における学校支援に関する研究―岩手県

大槌町を事例として―

○ 廃校を創業支援施設に利活用する意義

○ 通学区域制度が地域に与える影響―福岡県の通学区域制度に着

目して―

○ 国内におけるギフテッドを対象とした学校教育システムに関す

る一考察

○ 性風俗産業における従事体験の意味づけ―当事者が語るライフ

ストーリーに着目して―

○ 短期入所生活援助事業における養育里親の活用に関する一考察

◎ 運動部活の社会体育移行における意義と課題に関する一考察―

熊本県における小学校運動部活を対象として―

2016年度

○ 社会的孤立の解消における子ども食堂の役割―ひとり親家庭に

着目して―

○ 不登校からフリースクールへの接続に関する研究

○ 国内におけるアーティスト・イン・レジデンスの意義に関する

研究

○ 学生と高齢者による異世代ホームシェアの非経済的側面の意義

に関する研究

2015年度

○ 九州ツーリズム大学と住民の関わりに関する一考察

○ 学校制服の現代的意味を探る―高等学校における制服の改定に

着目して―

○ 国内大学におけるデザイン思考教育の実際

○ 開放制の教員養成に基づいた一般大学における卒業生ネットワ

ークの意義

○ 家族アルバムが担う役割

◎ 駅前を対象とした路上駐輪の動機と原因の分析

◎ 過疎地域における廃校の活用可能性に関する研究

2014年度

○ 里親への関心から登録に至るまでの心理的プロセスに関する一

考察

○ 母子生活支援施設におけるアフターケアの現状と可能性

○ 観光地における＜ファン登録制度＞の現状と課題

◎ JRに求められる安全性に関する一考察―鉄道利用者の安全に対

する意識に着目して―

◎ 「お気に入りの場所」の指摘から見る九大箱崎キャンパスの感

性的価値に関する考察

◎ 一般誌における「リノベーション」の概念の把握及び価値の体

系化

◎ 福岡県における図書館のアウトリーチ活動の現状と課題

◎ ウェブサイトを活用した神社の広報に関する一考察―氏子およ

び崇敬者との関係づくりに着目して―

◎ 福岡市における事業者連携見守り事業の現状と事業者の選定に

関する一考察

◎ 街区公園を媒介とした新旧住民による一体的自治活動の提案―

行政区画や居住空間の隔たりを越えて―

2013年度

○ 生涯学習パスポートの活用可能性に関する一考察

○ 廃校活用の検討プロセスにおける地域住民の関わりがその後の

施設運用に及ぼす影響

○ 児童との交流に着目した小学校内における地域住民の居場所に

関する研究

○ 地域コーディネーターの在り方に関する一考察―福岡市の道徳

教育推進事業に設置された地域コーディネーターに着目して―

○ 留学修了生から見た山村留学の意味性に関する研究

2012年度

○ 「思い出」に着目した運動会の在り方に関する一考察

○ 福岡市における市立学校のICT支援の実態と課題―情報コーディ

ネータ委嘱事業に着目して―

○ 東日本大震災の教訓を踏まえた「学校防災マニュアル」のあり

方―糸島市波多江小学校を事例に―

◎ 沖縄県北谷町における防災の取り組みに関する研究―自主防災

組織を切り口に―
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Masahiro Takita
Laboratory
Grounded in the techniques and thinking of communication design and

community-based design, the lab pursues practices and methods for

working through the issues of local communities — and of welfare in

particular — in collaboration with people in many different positions.

Gra d u a te Graduate School  of  Design,  Department of  Design,  Strategic  Design Course

Graduate School  of  Integrated Frontier  Sciences,  Department of  User  Kansei  Studies

U n d e rg ra d u a te School  of  Design,  Department of  Design,  Design Futures Course

School  of  Interdiscipl inary Science and Innovation (classes only)

K E Y W O R D S

Communication design /  Machizukuri  (Community-based Design)  /  Service design /  Publ ic  relat ions /

Community design /  Social  welfare /  Child & family  welfare /  Alternative care /  Foster  care /  Children's

r ights  /  Social  education

Masahiro Takita Associate Professor / Certified Social Worker

we b t r i v i a - d e s i g n . j p

X x .co m /lo c a ld e s i g n

I n st a g ra m i n st a g ra m .co m /lo c a ld e s i g n

Fa ce b o o k fa ce b o o k .co m /lo c a ld e s i g n trivia-design.jp

https://trivia-design.jp/
https://x.com/localdesign
https://instagram.com/localdesign
https://facebook.com/localdesign
https://trivia-design.jp/
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Q1. What is the theme of the lab?

Design is  a means of expression for conveying what should be conveyed and for letting it  be felt  —

and, at  the same time,  a technique for grasping the issues that l ie within society and facing them.

Grounded in the thinking of communication design and community-based design,  the Takita Lab

works on design practice and research in collaboration with people in many different positions,

taking local  communities,  and the f ield of welfare in particular,  as its  principal  ground.

As complex and intractable social  issues grow in number,  we need wisdom and methods for

discerning — together with people of differing positions and values — what is  to be taken as the

issue,  and for working through it .  Expectations of design as a clue are r ising;  yet design developed

within corporate activity,  to act on the needs and behaviour of consumers and users,  has no

established logic for its  practice in local  communities premised on the r ights and intentions of

each cit izen.  Through such practice,  the lab asks what design befits local  communities and the

relationships of the people who l ive in them, and pursues the perspectives and methods this

calls  for.

Q2. What does the lab do?

The lab works on two things:  research (theses) and projects.  In the weekly thesis seminar,  students

find their  own questions in everyday l ife and pursue them. Projects — carried out not only with lab

members but with students from other faculties and graduate schools,  and with government,

companies and NPOs — are practices for working through the issues of society;  several  run at once

in separate teams.  A monthly project meeting,  open to people outside the lab,  is  held for progress

reports and discussion.

Research (thesis seminar)

Weekly.  Each student  f inds  a  quest ion in  everyday

l i fe  and pursues  i t .

Projects (monthly meeting)

Monthly.  Progress  reports  and discussion by team;

open to non-members .

Q3. Are students from other universities and working adults welcome?

Yes.  If  you are considering graduate study,  please contact us before applying:  we will  look together

at whether this  lab is  the r ight place for you,  and decide on the application from there.
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Q4. What projects are under way?

Working with a wide range of people,  we take on practices for overcoming social  issues,  mainly in

the f ield of welfare.  Updates are posted on the profile site and on social  media.

※ Reference sites for projects currently under way

Welfare  & Design we lfa re - d e s i g n .o rg TOKETA foster ing  card k it to ke t a . j p

Kikasete Journey k i ka s e te - j o u r n ey. j p Tetote web te to te -we b. j p

SOS Chi ldren's  Vi l lage JAPAN s os j a p a n .o rg Minna de Satooya Project lo c a l . s os j a p a n .o rg

Familyship  Fukuoka n p o cc f. j p I toshima City  chi ldren's

r ights  projects

c i ty. i tos h i m a . lg . j p

Kibou no Machi  Project h o u b o k u . n e t /p j /k i b o u Green Co-op Social  Welfare

Corporat ion

f u k u s h i - g re e n co o p.o r. j p

Tsuetate  Onsen (Oguni ,

Kumamoto)

ts u e t a te - o n s e n .co m Akashi  West  Japan Chi ldren's

Training Center

a ka s h i - n k kc . j p

K A K E N H I  ( p r i n c i p a l  i n v e s t i g a t o r )

2 0 26 –2 0 2 8 Gra n t- i n -A i d  ( B) S e r v i ce  d e s i g n  re s e a rc h  fo r  i m p le m e n t i n g  c h i ld  a d vo c a c y  i n  fa m i ly- b a s e d  s h o r t- s t ay  c a re

2 0 2 0 –2 0 24 Gra n t- i n -A i d  (C ) S h o r t- te r m  c a re  i n  fa m i ly  s e t t i n g s  w i t h i n  a lte r n a t i ve  c a re :  i ts  re a l i t i e s  a n d  p o s s i b i l i t i e s

2 0 17–2 0 2 2 Gra n t- i n -A i d  (C ) Re c r u i t m e n t  m e t h o d s  fo r  fo s te r  c a re rs  v i ewe d  t h ro u g h  p u b l i c- re la t i o n s  s t ra te g y

※  Two  f u r t h e r  p ro j e c ts  a s  co - i nve st i ga to r  (Gra n t- i n -Ai d  (C ) )

Q5. What theses have students written? ○ = bachelor's / ◎ = master's

2024

○ Neighbourhood parks shaped by public–private park management

—Funaokayama Park, Kyoto—

○ How localities are depicted in picture books —Books published

with Kyushu municipalities—

○ The significance of the "box" art-appreciation kit at Fukuoka Art

Museum —Its role in outreach programmes—

○ Effects of citizen-participation workshops on neighbourhood park

renewal —Kagota Park, Okazaki—

2023

○ Preserving children's hangouts along school routes —Near

"Inazuka Bridge", Iihara district, Fukuoka—

○ Community- and school-based workshops that contribute to

child advocacy

○ The meaning of penny-candy shops as places for children

○ Social support during study abroad for prefecturally

funded students

○ The tolerance of place in community cafés —"Hiikawa Terrace",

Fukuoka—

2022

○ The meaning and aspects of the bone-washing custom today —

Izena, Izena Village—

○ Possibilities of face-to-face communication in mobile vending

—"Café Yukuyun", Fuji, Saga—

○ Connections formed through food in university co-op cafeterias

◎ Roles of shopping-street organisations and the changing people

who carry them —Hommachi and Torimachi, Yatsushiro—

2021

○ Characteristics of music-outreach education in the CFMI training

centre curriculum

○ Relationships with others among young people leaving residential

care —Relationships during placement—

○ Sustaining relational populations in hot-spring tourist areas —

Narratives of former revitalisation-corps members who settled—

○ Changing photo-mediated communication at local photo shops —

From film to digital cameras—
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https://welfare-design.org/
https://toketa.jp/
https://kikasete-journey.jp/
https://tetote-web.jp/
https://sosjapan.org/
https://local.sosjapan.org/
https://npoccf.jp/support_business/299/
https://www.city.itoshima.lg.jp/li/kurashi/010/020/100/
https://www.houboku.net/pj/kibou/
https://www.fukushi-greencoop.or.jp/
https://tsuetate-onsen.com/
https://akashi-nkkc.jp/
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2020

○ Collaboration between shopping streets and high-school students

in street revitalisation

○ The value of closed schools in the Tsuetate hot-spring

district, Kumamoto

○ The meaning of homework at after-school childcare clubs

○ Relationships between university-student tutors and pupils at

cram schools —Schools using video lessons—

○ The role of food at night-time nurseries

2019

○ Self-advocacy activities by people with experience of social care

in Japan

○ Script writing and directing in citizen-participation theatre —

Theatre DAICOON, Koga—

◎ Functions required of community sports festivals —The Future

Yamaguchi Sports Festival—

2018

○ Exploring disaster-mitigation capacity in flood-prone areas —

Tsuetate hot-spring district, Kumamoto—

○ Peer communities supporting sex workers

○ Educational significance of student volunteering in child support

◎ The significance of the KJ method in workshops —The generation

of diagrams—

2017

○ School support in areas affected by the Great East Japan

Earthquake —Otsuchi, Iwate—

○ The significance of converting closed schools into start-up

support facilities

○ Effects of school-district systems on communities —Fukuoka

Prefecture—

○ School education systems for gifted children in Japan

○ Meaning-making of work experience in the sex industry —Life

stories of those involved—

○ Use of foster parents in short-stay childcare support services

◎ Significance and issues in shifting school sports clubs to

community sports —Elementary schools in Kumamoto—

2016

○ The role of children's cafeterias in relieving social isolation —

Single-parent families—

○ Transition from school non-attendance to free schools

○ The significance of artist-in-residence programmes in Japan

○ Non-economic significance of intergenerational home-sharing

between students and older people

2015

○ Relationships between Kyushu Tourism University and

local residents

○ Exploring the contemporary meaning of school uniforms —

Uniform revisions at high schools—

○ Design-thinking education at universities in Japan

○ The significance of alumni networks at general universities under

open teacher training

○ The role of family albums

◎ Motives and causes of on-street bicycle parking in station areas

◎ Potential uses of closed schools in depopulated areas

2014

○ Psychological processes from first interest in fostering

to registration

○ Aftercare at mother-and-child living support facilities

○ Current state and issues of "fan registration systems" in

tourist areas

◎ Safety required of JR —Passengers' awareness of safety—

◎ Sensory values of the Hakozaki campus seen through

"favourite places"

◎ The concept of "renovation" in general magazines and a

systematisation of its values

◎ Library outreach in Fukuoka Prefecture: current state and issues

◎ Shrine public relations using websites —Building relationships with

parishioners and worshippers—

◎ Business-partnership watch-over programmes in Fukuoka and the

selection of partners

◎ Joint self-governing activities by new and long-term residents

mediated by neighbourhood parks —Across administrative and

residential boundaries—

2013

○ Potential uses of lifelong-learning passports

○ How residents' involvement in reuse planning for closed schools

affects later operation

○ Places for local residents inside elementary schools, focusing on

interaction with children

○ The role of community coordinators —Coordinators in Fukuoka's

moral-education programme—

○ The meaning of rural homestay programmes as seen by graduates

2012

○ Sports festivals seen through "memories"

○ ICT support at municipal schools in Fukuoka —The information-

coordinator commissioning programme—

○ School disaster-preparedness manuals after the Great East Japan

Earthquake —Hatae Elementary School, Itoshima—

◎ Disaster-preparedness efforts in Chatan, Okinawa —Through

voluntary disaster-prevention organisations—
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https://trivia-design.jp/

